
恵まれた自然環境　四季折々の豊かな自然環境。ここには心と体をいやす場所がある  ‥‥‥‥‥‥‥5～6 
薫る歴史　数多くの史跡や石仏が語るロマン。休日はいにしえを巡る旅人になる  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7～8 
躍動するイベント　盛り上がる多彩なイベント。見て、参加して、ふれあいの輪が広がる  ‥‥‥‥‥‥‥9～10 
豊能コミュニティマップ　豊能町の歴史・自然・交流マップ  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11～12

自然と歴史が溶け合って、笑顔とふれあいがひろがるまち、豊能 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥1～2 
住民参加型のまちづくりで、住みたいまちナンバーワンへ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3～4

文化・スポーツ　文化・スポーツ、華開く  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13～14 
交流　あたたかな交流、深まる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15～16 
元気な人　いろんな人、いきいき  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥17～18 
ふるさと再発見　わが町・とよの、再発見  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥19～20

概要＆教育・文化・交流　一人ひとりが輝くまちへ。香り高い住民文化を創造する  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥21 
健康・保健・福祉　健康で安心して暮らせるまちへ。誰もが健やかにいきいきと暮らす ‥‥‥‥‥‥‥‥‥22 
安全・環境・都市基盤　うるおいと環境共生のまちへ。緑豊かなうるおいのある環境を創る ‥‥‥‥‥‥‥23 
農業・地域産業・観光　活力と働きがいのあるまちへ。活力ある人・まち・産業で飛躍する ‥‥‥‥‥‥‥24

年表　豊能町のあゆみ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥25～26 
データ　データで見る豊能町 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥27～28 
町民憲章・豊能町歌／まちの木・鳥・花　いつも笑顔とふれあいの生まれるまちで、新しい豊能の未来が築き上げられます ‥‥29～30

あなたにうれしいうまち TOYONO

みんなが集うまち TOYONO

豊能町総合計画 2001～2010
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豊能町長 日下纓子 

昭和52年4月、東能勢村から「豊能町」となり、

25年が経ちました。その間、本町は、豊かな自然

に包まれた環境と大都市近郊の立地を生かし

た郊外居住地として発展し、町制施行当時9千

人だった人口が、今では、その約3倍の2万6千

人となりました。 

この25年で私たちを取り巻く環境も大きく変化し、

近年、ゆとりや豊かさを求める生活の場として、

多様な都市機能の充実が求められています。 

また、急速に進む少子・高齢化や情報化など

の社会経済環境の変化や、周辺地域における

広域幹線道路や新市街地整備の具体化などに

より、郊外住宅地から脱皮した新たなまちの発展

が望まれています。 

豊能町では、このような背景から、住民が「住

んでよかった、これからも住み続けたい」と思い、

町外の人からは「訪ねてみたい、住んでみたい」

と思われるまちづくりを進めるため、平成13年に

豊能町総合計画（第3次）を策定し、現在、その

実現に向け、懸命に取り組んでおります。 

地方自治を取り巻く厳しい社会情勢のなか、

本町におきましても厳しい行財政運営を迫られ

ておりますが、誰もが住んで良かったと感じるまち

づくりをめざして、着実な歩みを続けて参りたい

と存じますので、皆様方のより一層のご理解とご

協力をお願い申し上げます。 

25 years have passed since April, 1977, when “Higashinose-
mura” was renamed as “Toyono-cho”.  In that time, the town has 
blossomed into a suburban residential area by taking advantage 
of its rich natural environment and its favorable geographical 
location to Osaka city.  The population has increased by almost 
300 percent, from 9,000 at the time of its founding to 26,000 at 
present.
In an effort to promote the town, and help the citizens feel that 
“it’s good to live here and I want to keep living here”any in 
addition make others think that they would like to visit or live 
here, Toyono-cho formulated (3rd) the Toyono general Program 
in 2001. Now we are working on its realization.
We aim to take steady steps towards the goal of creating a town 
where every resident feels that the town is worth living in, so we 
request your continued understanding and cooperation in the 
pursuit of this gool. 
                              

  Mayor of Toyono: EIKO KUSAKA


